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天然水中の化学成分から古代パルミラ人の高フッ素症の

原因を探る

シルクロード最西端，シリアの古代都市パルミラの発掘調査により多数の人骨と歯が発掘された。こ
の人骨や歯には関節炎や着色の跡があり，歯牙フッ素症を患っていたと考えられる。しかし，この地
域の天然水のフッ化物イオン濃度に関する情報がなく，フッ素症の原因が謎であった。今回，この地
域の環境情報とあわせて天然水成分を解析したところ，カルシウムイオンによる古代パルミラ天然水
のフッ化物イオン濃度の調整機構が明らかとなった。古代の天然水の成分復元により，約2000年前の
古代パルミラ人が高濃度フッ素を含む水を飲み，高フッ素症を発症していたことが明らかにされた。
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